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大
阪
維
新
の
会
（
代
表
・
松
井
一
郎
大
阪
市
長
）
が
執
念
を
み
せ
る
大
阪
市
を
廃
止
・
分

割
す
る
「
大
阪
都
」
構
想
を
め
ぐ
っ
て
、
法
定
協
議
会
の
議
論
で
は
矛
盾
・
破
た
ん
が
明
ら

か
に
な
り
、
府
民
・
市
民
に
と
っ
て
″
百
害
あ
っ
て
Ｉ
利
な
し
″
で
あ
る
こ
と
が
鮮
明
に
な

っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
阪
府
・
生
島
貞
治
）

　
こ
れ
ま
で
の
法
定
協
議
会
で
の

議
論
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な
っ
た

の
は
、
大
阪
市
廃
止
・
分
割
、
い

わ
ゆ
る
「
大
阪
都
」
構
想
が
地
方

分
権
の
流
れ
に
逆
行
す
る
時
代
錯

誤
の
代
物
で
あ
り
、
市
民
に
と
っ

て
は
デ
メ
リ
ッ
ト
し
か
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
　
「
大
阪
都
」
構
想
が
実
現
し
て

も
今
の
法
律
で
は
「
都
」
に
は
な

ら
ず
「
府
」
の
ま
ま
で
す
。
「
都
」

構
想
の
本
員
は
、
た
だ
た
だ
大
阪

市
を
つ
ぶ
し
、
市
の
持
つ
権
限
、

財
源
を
府
に
取
り
上
げ
る
も
の
に

ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

税
収
４
分
の
１
に
激
減

　
市
民
か
ら
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
が

維
持
で
き
る
か
心
配
の
声
が
上
が

っ
て
い
ま
す
。

　
大
阪
市
が
廃
止
さ
れ
四
つ
の

　
「
特
別
区
」
に
分
割
さ
れ
る
と
、

市
町
村
の
基
幹
税
目
で
あ
る
固
定

資
産
税
や
法
人
市
民
税
等
が
府
に

持
っ
て
い
か
れ
、
四
つ
の
「
特
別

区
」
に
入
る
税
収
は
４
分
の
Ｉ
に

激
減
し
ま
す
。
国
か
ら
の
地
方
交

付
税
も
府
に
入
る
仕
組
み
に
な
っ

て
お
り
、
極
め
て
自
主
財
源
に
乏

し
い
、
一
般
市
に
も
満
た
な
い

　
″
半
人
前
″
の
自
治
体
に
な
り
下

が
り
ま
す
。

　
そ
の
上
、
３
３
０
人
の
職
員
増

や
住
基
ネ
ッ
ト
等
の
シ
ス
テ
ム

改
修
と
そ
の
運
用
な
ど
の
新
た

な
費
用
が
発
生
し
、
「
特
別
区
」

の
財
政
運
営
は
苦
し
く
な
り
ま

す
。
そ
の
結
果
、
敬
老
パ
ス
や
幼

児
教
育
無
償
乞
、
子
ど
も
医
療
費

助
成
な
ど
大
阪
市
独
自
の
多
く

の
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
「
特
別
区
」

大
阪
市
を
廃
止
し
四
つ
の
「
特
別
区
」
に
分
割
＝
明
る
い
甕
ま
ハ
阪
府
政
を

つ
く
る
会
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
の
未
来
を
つ
く
ろ
う
』
か
ら

Ｊ　
Ｉ
Ｉ

－
‘

大阪市廃止･分

百害あって一利なし
で
は
切
り
捨
て
ら
れ
か
ね
ま
せ

ん
。

　
昨
年
３
月
ま
で
「
住
民
サ
ー
ビ

ス
が
維
持
で
き
な
い
」
と
痛
烈
に

批
判
し
て
い
た
公
明
党
は
、
「
都
」

構
想
に
賛
成
す
る
前
提
と
し
て
、

▽
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な

い
▽
特
別
区
の
設
置
コ
ス
ト
は
最

小
限
に
抑
え
る
ー
な
ど
４
条
件
を

提
示
し
、
「
修
正
意
見
を
反
映
し

て
い
た
だ
い
た
」
と
し
て
賛
成
し

ま
し
た
。

　
し
か
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
は
、
「
特
別
区
設
置
の
際
」

は
内
容
、
水
準
を
「
維
持
す
る
」

大阪市役所前大阪市議会開会日に抗議のパレードをする市民たち二７日、

な
ど
先
行
き
が
分
か
ら
な
い
の

に
、
こ
う
い
う
文
言
を
入
れ
る
こ

と
は
、
市
民
を
だ
ま
す
も
の
だ
」

と
批
判
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
府
か
ら
1
0
年
間
毎
年
2
0

億
円
を
補
て
ん
す
る
と
し
た
こ
と

は
、
「
特
別
区
」
の
財
源
が
乏
し

い
こ
と
を
維
新
自
ら
示
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
で

も
、
行
政
コ
ス
ト
の
増
加
の
穴
埋

め
さ
え
で
き
な
い
も
の
で
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
が
切
り
捨
て
ら
れ
る
の

は
必
至
で
す
。

住
民
か
ら
遠
の
く
仕
事

と
し
、
肝
心
の
「
特
別
区
設
置
後
」
　
ｔ
1
1
Ｅ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｉ

に
つ
い
て
は
「
維
持
す
る
よ
う
に
　
＝

努
め
る
」
と
「
協
定
書
」
（
案
）

書
き
込
む
だ
け
の
こ
と
で
す
。

　
日
本
共
産
党
の
山
中
智
子
大

に
皿

市
議
団
長
は
、
第
3
2
回
法
定
協
議
　
＝

会
（
今
年
１
月
3
1
日
）
で
、
「
住
民
　
―

サ
ー
ビ
ス
を
ど
う
す
る
か
は
特
別

丿

区
が
決
め
る
こ
と
で
、
こ
ん
な
こ
　
眼

と
を
書
い
て
も
何
の
拘
束
カ
も
な
　
ー

い
。
さ
ら
に
、
コ
ス
ト
が
増
え
る
　
＝

４
削
剥
大
剛
和
声
（
副
島

　
設
置
コ
ス
ト
の
抑
制
に
つ
い
て

は
、
「
特
別
区
」
は
既
存
庁
舎
を

活
用
し
、
執
務
面
積
が
不
足
す
る

特
別
区
（
淀
川
区
と
天
王
寺
区
）

庁
舎
）
を
北
区
と
と
も
に
活
用
す

る
と
い
う
も
の
。
所
属
自
治
体
に

通
勤
し
な
い
職
員
が
多
数
生
ま

れ
、
災
害
時
に
ど
う
す
る
の
か
、

日
常
業
務
が
で
き
る
か
な
ど
の
批

判
が
噴
出
し
て
い
ま
す
。

　
前
出
の
山
中
団
長
は
「
自
治
体

の
職
員
は
、
住
民
と
と
も
に
あ
る

第
3
2
回
法
定
協
議
会
で
質
問
し
、
意

見
表
明
す
る
山
中
市
議
（
正
面
右

端
）
＝
１
月
3
1
日
、
大
阪
市
役
所

べ
き
な
の
に
、
そ
の
自
治
体
に
住
　
に
と
っ
て
身
近
な
仕
事
が
住
民
か

ん
で
も
い
な
け
れ
ば
通
勣
も
せ
　
ら
遠
の
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
各

ず
、
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
も
し
　
　
「
特
別
区
」
の
議
員
定
数
の
合
計

な
い
。
こ
ん
な
こ
と
で
地
域
の
問
　
も
現
行
の
市
議
会
定
数
の
8
3
に
と

題
点
や
住
民
の
願
い
や
思
い
が
わ
　
ど
め
る
と
い
う
も
の
で
、
中
核
市

か
る
は
ず
が
な
い
」
と
批
判
し
ま
　
や
東
京
2
3
区
の
各
区
の
定
数
の
３

し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
分
の
Ｉ
以
下
に
な
り
、
多
様
な
民

　
ま
た
、
消
防
や
上
下
水
道
は
府
　
意
は
切
り
捨
て
ら
れ
る
こ
と
に
な

が
担
当
し
、
介
護
保
険
や
住
民
基
　
り
ま
す
。

本
台
帳
・
税
務
・
国
保
と
い
っ
た
　
　
「
都
」
構
想
の
う
た
い
文
句
で

シ
ス
テ
ム
の
哲
理
、
児
童
善
一
施
　
あ
る
「
ニ
ア
イ
ズ
ベ
タ
ー
」
（
住

設
や
中
央
体
育
館
・
大
阪
プ
ー
ル
　
民
に
近
い
基
礎
自
治
体
）
は
、
看

と
い
っ
た
施
設
を
各
「
特
別
区
」
　
板
倒
れ
ど
こ
ろ
か
、
「
特
別
区
」
は

が
合
同
で
運
営
す
る
「
一
部
事
務
　
自
治
体
の
体
す
ら
な
し
て
い
な
い

組
合
」
が
担
当
す
る
な
ど
、
住
民
　
こ
と
が
鮮
明
に
な
っ
て
い
ま
す
。

浪
費
型
開
発
目
白
押
し

　
大
阪
市
つ
ぶ
し
の
一
方
で
維
新

が
熱
心
な
の
は
浪
同
型
の
大
型
開

発
で
す
。

　
カ
ジ
ノ
・
万
博
を
誘
致
す
る
予

定
地
の
人
工
島
・
夢
洲
（
ゆ
め
し

ま
）
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
９
３
０

億
円
、
南
隣
の
人
工
島
・
咲
洲

　
（
さ
き
し
ま
）
か
ら
の
地
下
鉄
延

仲
買
の
残
事
業
費
は
５
４
１
億
円

　
（
２
０
０
億
円
を
カ
ジ
ノ
事
業
者

に
負
担
さ
せ
る
計
画
）
。
そ
の
ほ

か
、
万
博
会
場
の
埋
め
立
て
に
Ｉ

３
６
億
円
、
上
下
水
道
の
整
備
に

１
３
２
億
円
。
大
阪
（
梅
田
）
か

ら
関
西
空
港
ま
で
の
わ
ず
か
５

分
、
９
分
の
時
間
短
縮
の
た
め
に

約
２
５
０
０
億
円
を
か
け
る
地
下

鉄
道
「
な
に
わ
筋
線
」
の
整
備
。

交
通
量
が
減
る
中
で
４
０
０
０
億

円
を
か
け
る
高
速
道
路
・
淀
川
左

岸
線
延
仲
部
の
建
設
な
ど
、
無
駄

と
浪
費
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
目
白

押
し
で
す
。

『
な
に
わ
筋
線
』
・
：
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